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研究成果の概要（和文）： 
1. シリア・パレスティナ地域の建築組積の特徴を明らかにし、かつ類型化するための基礎的

データを蓄積した。 
2. イラン系建築組積の特徴とその広がりを把握した。 
3. 西アジアのドーム組積術の多様性を認識した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
1. To store up basic data to identify the feature and to establish the typology were stored up 
concerning the ancient architectural masonry in the Syro-Palestine region, 
2. To ascertain the masonry technique of the possibly Iranian origin and its expansion.  
3. To understand the diversity of masonry construction of the dome in West Asia. 
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究は｢セム系部族社会の形成｣という領
域研究テーマのもとで、建築学的アプローチ
を試みるもので、近隣分野、すなわち、シュ
メール文明に先行する西アジア最初期の建
築文化に対する新石器文化の研究、あるいは
多様な建築類型を醸成した都市文明やその

形成を究める研究や聖書考古学的研究との
連携により、西アジアさらにはユーラシアと
いうより広汎な地球規模の観点から、建築文
化の伝播と発展をダイナミックに捉えなお
すという意義を有する。 
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ユーフラテス中流域を中心としつつ広く
イラン西部から地中海東沿岸に至る西アジ
ア一帯の空間を「横軸」に、歴史的には遠く
先史の時代から古代の諸文明を経てイスラ
ームの文化が浸透するまでの連続的な時間
を「縦軸」に見立てながら、「組積造」と総
称される建築構法をファクターとして織り
込むことにより、古代西アジアの建築を技術
の系譜として捉えなおすことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 
・調査地域： 広くイラン西部から地中海東
沿岸に至る西アジア一帯。シリアのほか、レ
バノン、ヨルダン、イランで調査を実施。 
・対象年代： 新石器時代から古代の諸文明
を経てイスラームの文化が浸透するまで。 
・調査項目： 石造・煉瓦造という「組積造」
に視点を絞り、とくに上部架構に着目し、略
測と写真により組積の特徴を記録する。 
・上記の枠組みで組積法の分類と編年を行い、
各時代におけるセム系地域の建築技術を、そ
の地域内のバリエーションの様相を明らか
にするとともに、イラン系建築との比較を試
みる。 
 
４．研究成果 
 
1. シリア・パレスティナ地域の建築組積の

特徴と類型化について。 
・ レバノンのビブロス、アシュムンの両遺

跡のフェニキア時代以降、古代西アジアの支

配民族変遷と建築組積技術との関連性を確

認した。今日までの知見によると、青銅器時

代以降、沿岸部では統的に石造を主体とし、

前 6世紀にペルシアが到来してその技法は一

変する。バビロニア、ヘレニズムを経てロー

マの領域下で汎地中海的組積術が定着する

という変遷を確認した。 
・ ヨルダンにおける調査から、新石器文化

からローマ・ビザンツ時代に至るまでの当地

の石造技術の先進性を認めた。なかでも青銅

器時代に日本の築城術に類する組積法が見

られるほか、ローマ盛期に他地域では煉瓦造

やコンクリート構造が普及するにもかかわ

らず、当地では一貫して切り石組積による曲

面架構が追及されたことを実証できた。 
・ シリア、ガーネム・アル・アリ遺跡に見

る煉瓦・石材併用から近現代クッバ住居に移

行する問題について、いまだ明瞭な実証研究

が不足している事実を認識するとともに、そ

の近傍においてヘレニズム以降、上記ヨルダ

ン地方に準じた切石組積の伝統の消長を追

うことができた。 
 

2. イラン系建築組積の特徴とその広がりに
ついて。  
・レバノンのエシュムン遺跡やビブロス遺跡
にみられるアケメネス朝期と伝える巨石組
積と、イラン・ファールス地方のパサルガダ
エなど同時代組積との類似を確認した。  
・シリア・ラッカ近郊のヘラクラ遺跡に見る
巨大石造遺構に、イスラーム期におけるサー
サーン朝的工法、すなわち不整形，あるいは
粗い矩形の切り石を、多量のモルタルを用い
て積む組積法の伝播を認めた。  
 
3. 西アジアのドーム組積術の多様性とその
分布について。 
・ローマ時代以前、おそらくは北メソポタミ
アを中心とする西アジア各地の新石器文化
のコンテクストの中で生まれた、練り土ない
し日乾煉瓦による輪積みドームの系譜上に、
今日シリア中部にのるクッバ住宅の工法が
あると推測されるものの、いまだ考古学的に
は実証されていないとの認識を得た。  
・ヨルダンを中心に、ローマ系の切石造ペン
デンティヴ型（あるいはセール型）ドームの
事例が確実に遺存していることを確認し、ハ
ギア・ソフィア型（ビザンチン型）ドームの
成立過程の問題に重要な例証を得た。  
・サーサーン朝に見る大型ドームとローマ系
ドーム架構との影響関係について、かつてロ
ーマによるペルシア技術の模倣という仮説
が提示されていたが、上記ペンデンティヴ技
法が 2世紀代には実現していたことが確実と
なり、過去の仮設に再検討を迫るという課題
を生じた。 
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